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研究成果の概要（和文）： 

ボルネオ島の熱帯商業林において、哺乳類による塩場利用を調べた。その結果、特にオラ

ンウータンが高い頻度で訪問していること、その訪問はミネラル濃度よりも人為的な影響

をより強く受けていることが判明した。そのため、熱帯商業林において、塩場を重点保全

地域として保全すること、特にオランウータンを考慮する場合は人間活動を極力抑えた緩

衝域を重点保全地域に設置することを提案した。さらに、塩場での定点カメラトラップが、

オランウータンのセンサス法として利用できることを示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This study focused on natural-licks use of the mammals in commercial forests in Borneo, and 

revealed that natural-licks are used by especially orangutan, and natural-licks use by orangutan was 

impacted more by human activity than concentration of the minerals.  Therefore, I suggested that 

the forest around natural-licks should be protected in commercial forest reserve as high 

conservation value forests (HCVF), and also suggested that as orangutans are vulnerable to human 

activity, it is necessary to protect natural-licks with a buffer zone of reduced human activity.  In 

addition, this study indicated camera trap at natural-licks could be used as a new orangutan census 

method. 
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１．研究開始当初の背景 

東南アジア熱帯林において、保護区面積はわ
ずかで大部分は伐採可能な商業林である。多
くの野生哺乳類は商業林に分布しているが、
哺乳類を考慮した商業林管理はほとんど行
われていない。また、哺乳類にとって重要な
ミネラル源として塩場があるが、東南アジア、
特にボルネオ島において、野生哺乳類による
塩場利用に関する研究は乏しい。 

 

２．研究の目的 

ボルネオ島における野生哺乳類による塩場
利用を明らかにし、特に大型哺乳類を考慮し
た熱帯商業林管理を提案する。 

 

３．研究の方法 

野生哺乳類による塩場利用をセンサーカメ
ラで記録し、その重要性を示すことで重点保
全地域設置と設置の仕方を提案する。 
 
４．研究成果 
オランウータンによる高い塩場利用をはじ
めて明らかにし、塩場がこの地域に代表的な
樹上性種にとっても重要であることを示し
た。さらに、オランウータンの塩場利用は他
の利用種と比較して人間活動の影響を受け
やすいことを明らかにした。これらの結果か
ら、重点保全地域の設置の際は、緩衝域を同
時に考慮する必要性を提案した。また、オラ
ンウータンの新たなセンサス法として、塩場
での定点カメラセンサスの有効性を示した。 
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